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はじめに

『Oracle Solaris 11開発者環境の紹介』は、Oracle Solaris 11リリースで使用可能な開発
ツールについて説明し、x86システム上でOracle Solaris 11開発環境を設定する開発者
を支援することを目的としています。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用できます。詳
細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照してくださ
い。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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紹介

このドキュメントは、Oracle Solaris 11の開発者が x86システム上でアプリケーション
開発環境を設定することを支援することを目的としています。Oracle Solaris 11オペ
レーティングシステム (OS)によって、開発者はC、C++、Java、PHP、Rubyなどのさ
まざまなプログラミング言語でアプリケーションおよびソリューションを構築でき
ます。このドキュメントでは、Oracle Solaris 11 OSの機能の概要を示します。この情
報は、OSをシステムにインストールしたあと、開発作業に必要なパッケージを特定
してインストールする際に役立ちます。

Oracle Solaris 11情報ライブラリ
Oracle Solaris 11ライブラリには、管理者、開発者、およびユーザーが、Oracle Solaris
OS上でのインストールおよび開発に関する情報を取得することを支援するさまざま
なドキュメントが含まれています。Oracle Solaris 11ライブラリは次の場所にありま
す。

Oracle Solaris OSやほかのテクノロジに関する、インストラクタによるコース、オン
ラインコース、ホワイトペーパーなどの情報は、Oracle Universityのリソースにあり
ます。

インストールおよび構成
以降のセクションでは、Oracle Solaris 11オペレーティングシステムのインストール
およびパッケージング技術の概要を簡単に説明します。これらのトピックに関する
詳細な情報については、対応するドキュメントを参照してください。

OSのインストール
Oracle Solaris 11 OSには、システムの環境および要件に応じてOSをインストールす
るためのいくつかのインストールオプションが提供されています。ライブメ

1第 1 章
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ディア、テキストインストーラ、または自動インストーラ (AI)からインストールで
きます。Oracle Solaris 11 OSのインストールの詳細な手順については、『Oracle
Solaris 11ソフトウェアパッケージの追加および更新』ガイドを参照してください。

Image Packaging System
OSがシステムにインストールされたあと、Image Packaging System (IPS)を使用し
て、開発者ツールなどの追加のソフトウェアパッケージをダウンロードできま
す。IPSはネットワークリポジトリからソフトウェアパッケージにアクセスし、ソフ
トウェアパッケージをシステムにインストールします。

IPSによって、コマンド行またはパッケージマネージャーのいずれかを使用して
パッケージをダウンロードおよびインストールできます。パッケージマ
ネージャーは IPSのグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)です。

ソフトウェアパッケージはt http://pkg.oracle.com/solaris/release/en/index.shtml
のリリースリポジトリから入手できます。Oracle Solaris 11 Expressのサポート
パッケージを購入したお客様はサポートリポジトリにアクセスできます。

パッケージのインストールおよび更新の詳細情報については、『Oracle Solaris 11シ
ステムのインストール』を参照してください。

パッケージマネージャーの開始
パッケージマネージャーは、コマンド行から実行できる作業のサブセットを提供し
ます。

■ パッケージの一覧表示、検索、インストール、更新、および削除
■ パッケージリポジトリの追加および構成
■ ブート環境の有効化、名前変更、および削除。ブート環境については、『Oracle

Solaris 11ブート環境の作成と管理』のドキュメントを参照してください。

ツールバー ツールバーの「パッケージマネージャー」アイコンをク
リックします。「パッケージマネージャー」アイコンは回
転する矢印の付いたボックスです。

デスクトップアイコン デスクトップの「パッケージマネージャー」アイコンをダ
ブルクリックします。

メニューバー 「システム」⇒「システム管理」⇒「パッケージマ
ネージャー」を選択します。

コマンド行 $ /usr/lib/pm-launch packagemanager

パッケージマネージャーの完全なドキュメントについては、「パッケージマ
ネージャー」メニューバーの「ヘルプ」⇒「内容」を選択してください

インストールおよび構成
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ブート環境の概要
ブート環境は、Oracle Solarisオペレーティングシステムイメージと、そのイメージ内
にインストールされているほかのソフトウェアパッケージのブート可能インスタン
スです。ユーザーはシステム上に複数のブート環境を維持することができ、各
ブート環境にそれぞれ異なるソフトウェアバージョンをインストールすることもで
きます。現在の環境のバックアップを取ることができるため、データまたはシステ
ム環境を失うリスクを伴わずにソフトウェア更新を実行できます。現在有効でない
ブート環境を更新することもできます。ブート環境の作成および管理に
は、beadm(1)ユーティリティーが使用されます。

ブート環境の詳細については、『Oracle Solaris 11ブート環境の作成と管理』を参照
してください。

ディストリビューションコンストラクタ
ディストリビューションコンストラクタは、事前構成済みのOracle Solarisイメージ
および仮想マシンイメージを構築するためのコマンド行ツールです。このツールは
XMLマニフェストファイルを入力として受け取り、マニフェストファイルに指定さ
れているパラメータに基づいて ISOイメージまたは仮想マシンイメージを構築しま
す。ISOイメージは、ディスクイメージとしても知られる、国際標準化機構 (ISO)で
定義された形式の光ディスク形式のアーカイブファイルです。必要に応じて、生成
された x86 ISOイメージに基づいてUSBイメージを作成することもできます。イ
メージ構成によっては、これらの ISOイメージまたはUSBイメージを起動可能にす
ることもできます。これらはシステムにインストールしたり、またはライブメ
ディア環境で実行したりできます。ISOイメージはCDまたはDVDに書き込むこと
ができます。USBイメージは、フラッシュドライブにコピーできます。

注 –ディストリビューションコンストラクタでは、さまざまな種類のフラッシュメモ
リーデバイスで動作するUSBイメージを作成できます。ただし、Oracle Solarisリ
リースでドライバがサポートされているデバイスに限られます。USBイメージを
USBフラッシュドライブにコピーするために使用できるのは、usbcopyユーティリ
ティーだけです。この usbcopyユーティリティーは、Oracle Solarisリリースで使用で
きます。

必要なパッケージ
ディストリビューションコンストラクタアプリケーションの使用を開始するに
は、ディストリビューションコンストラクタパッケージをシステムにインストール
します。パッケージはパッケージマネージャーまたはコマンド行を使用してインス
トールできます。パッケージをコマンド行からインストールするには、次のコマン
ドを入力します。

インストールおよび構成
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# pkg install distribution-constructor

バンドル版のツール
次の表に、OSと一緒にインストールされるツールを示します。これらのツールは
IPSリポジトリからも入手できます。パッケージマネージャーを開始して、インス
トール済みツールに更新がないかどうか確認するか、IPSリポジトリを参照して新し
いバージョンのツールが使用できるかどうかを確認します。

表 1–1 バンドル版のツール

ソフトウェア パッケージ名

Apache Web Server V 2.2 web/server/apache22

GNOMEテキストエディター editor/gedit

Java developer/java/jdk

JRuby runtime/java/jruby

Python 2.6 - Python拡張インタラクティブシェル

注 –複数バージョンのPythonがシステムにイン
ストールされている可能性があります。使用可
能なバージョンがないかリポジトリを確認して
ください。

library/python-2/python-26

モジュラーデバッガ developer/debug/mdb

Perl - Perl 5.10および 5.8.4の両方がインストール
されます

runtime/perl–510および runtime/perl-584

Ruby runtime/ruby-18

Vimエディター /editor/vim

デフォルトシェルおよび環境
Oracle Solarisの以前のリリースとOracle Solaris 11リリースを比較した際に見られ
る、デフォルトシェルおよび環境に関する次の相違点に注意してください。

■ Oracle Solarisの以前のリリースでは、デフォルトシェル環境はKorn Shell (ksh)で
した。Oracle Solaris 11リリースおよび以前リリースされたベータバージョンであ
るOracle Solaris 11 Expressリリースでは、デフォルトシェルは ksh93にアップグ
レードされました。

バンドル版のツール
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■ デフォルトのインタラクティブシェルは Bourne-again (bash)シェルです。ログイ
ンシェルとして使用すると、bashは .bash_profile、.bash_login、または
.profileファイルの最初のインスタンスから構成情報を取得します。

■ デフォルトパスは /usr/binの前に /usr/gnu/binと表示されます。また、MANPATH

環境変数は不要になりました。$PATH環境変数設定に基づいて、man (1)コマンド
によって適切な MANPATHが決定されます

■ 以前 /usr/sfwディレクトリに配置されていたファイルは、/usr/binディレクトリ
に配置されています。

頻繁に使用されるアプリケーション
次のアプリケーションは、Oracleリリースリポジトリのパッケージとして使用でき
ます。これらアプリケーションはOSにバンドルされていません。パッケージのダウ
ンロードとインストールを行うには、パッケージマネージャーを使用するか、コマ
ンド行で pkg installコマンドを使用します。次の表に、アプリケーションの名前
と、リポジトリ内で見つかる対応するパッケージ名を示します。

表 1–2 一般的に使用されるアプリケーションのパッケージ名

ソフトウェア パッケージ名

BlueFish -上級Webデザイナ向けの強力なエ
ディター

web/editor/bluefish

GNU Cコンパイラバージョン 3 developer/gcc-3

GNU CコンパイラVersion 4.5 developer/gcc-45

注 –このパッケージには
C、C++、Fortran、GNU、およびObjective Cの
コンパイラが含まれています。

GNU Automake 1.10

注 –リポジトリ内に複数のバージョンがありま
す。

developer/build/automake110

PHP - PHP Web Server 5.2

Apacheおよびmemcached用の PHPサーバーモ
ジュールなどの拡張モジュールパッケージもリ
ポジトリから入手できます

web/php-52

頻繁に使用されるアプリケーション
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表 1–2 一般的に使用されるアプリケーションのパッケージ名 (続き)
ソフトウェア パッケージ名

システムヘッダーファイル

注 –システムヘッダーファイルは従来Oracle
Solaris OSにバンドルされていました。ただ
し、Oracle Solaris 11 OSを使用する場合
は、ファイルをリポジトリからダウンロードす
る必要があります。

system/header

Webサーバー開発用のツール
次のツールは、Web上で開発および配備する開発者に役立ちます。リポジトリを確
認して、インストール済みパッケージに対して使用できる更新がないか調べてくだ
さい。

表 1–3 Webサーバー開発用のツール

ソフトウェア パッケージ名

AMP配備キット - Apache、MySQL、および PHP
を含む

web/amp

Java developer/java/jdk

memcached library/libmemcached

MySQL Database Server 5.0 database/mysql-50

NetBeans – NetBeansはOracle Solaris 11 Express
パッケージリポジトリ内ではパッケージとして
使用できません。NetBeansをOracle Solarisシス
テムにインストールする手順について
は、http://www.netbeans.orgを参照してくださ
い。

なし

Tomcat Servlet/JSPコンテナ web/java-servlet/tomcat

Perl - Perl 5.10および 5.8.4の両方がインストール
されます

runtime/perl–510および runtime/perl-584

Python library/python-2/ipython-26

Ruby 1.8 runtime/ruby-18

Grails 1.0.3 - Java Webアプリケーションフレーム
ワーク

library/java/grails

Tcl - Tool Command Language runtime/tcl-8

Webサーバー開発用のツール
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表 1–3 Webサーバー開発用のツール (続き)
ソフトウェア パッケージ名

Squid 2.7.9 -プロキシサーバーおよびWeb
キャッシュデーモン

web/proxy/squid

JRuby - Rubyプログラミング言語の Java実装 runtime/java/jruby

Lighttpd Web Server 1.4 web/server/lighttpd-14

BlueFish -上級Webデザイナ向けの強力なエ
ディター

web/editor/bluefish

バージョン管理ソフトウェア
次の表では、IPSリポジトリ内で使用可能なバージョン管理ツールを示します。

表 1–4 バージョン管理ソフトウェア

ソフトウェア パッケージ名

CVS developer/versioning/cvs

Git developer/versioning/git

Mercurial developer/versioning/mercurial

Subversion developer/versioning/subversion

開発作業の隔離
ゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で隔離さ
れたアプリケーション実行環境を提供します。それぞれのOracle Solarisシステムが
大域ゾーンです。大域ゾーン内には、特定の非大域ゾーンを作成できます。システ
ムでの非大域ゾーンの作成および管理については、『Oracle Solarisのシステム管理
(Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理)』を参照してく
ださい。

Oracle Solaris OSでのアプリケーションのビルド
このセクションでは、アプリケーションのパッケージング、コンパイル、デ
バッグ、チューニングなどのアプリケーション開発用のOracle Solarisの機能の情報
を示します。

■ 14ページの「Oracle Solaris開発者ツール」
■ 14ページの「Oracle Solaris Studioツールの使用」

Oracle Solaris OSでのアプリケーションのビルド
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■ 16ページの「NetBeans IDEの使用」
■ 17ページの「Oracle Message Passing Toolkit」
■ 17ページの「Oracle Solaris OSアプリケーションのパッケージング」
■ 17ページの「動的トレース」
■ 18ページの「Oracle Solaris OS用 Javaプログラムの開発」

Oracle Solaris開発者ツール

ランタイムリンカーとリンクエディタの使用
Oracle Solaris OSでは、リンクエディタとランタイムリンカーが使用できます。『リ
ンカーとライブラリ』では、リンクエディタld(1)、ランタイムリン
カーld.so.1(1)、ELFオブジェクトファイル形式、および共有オブジェクトについて
説明します。共有オブジェクトは共有ライブラリとも呼ばれます。

このドキュメントは、Solarisリンカーに興味を持つ初心者から上級ユーザーまでの
範囲のプログラマを対象としています。初心者は、リンクエディタとランタイムリ
ンカーの主な操作を学びます。中級プログラマは、効率の良いカスタムライブラリ
の作成と使用方法を学びます。言語ツール開発者などの上級プログラマは、オブ
ジェクトファイルの変換と生成方法を学ぶアプリケーションバイナリインタ
フェースの章では、動的オブジェクトが提供するインタフェースの展開の管理方法
について説明します。ほかの章では、スレッド固有領域および mapfile指令について
説明します。

カーネルレベルデバッグ
モジュラーデバッガ mdbは、Oracle Solaris OS用の拡張可能な汎用デバッグツールで
す。『Oracle Solaris Modular Debugger Guide』では、複雑なソフトウェアシステムを
デバッグするmdb(1)コマンドについて説明します。ガイドでは、Oracle Solarisカーネ
ル、および関連するデバイスドライバとモジュールのデバッグに使用できる機能に
重点を置きます。また、mdbの言語構文、デバッガの機能、および mdbモジュールプ
ログラミングAPIのリファレンスがすべて揃っています。

Oracle Solaris Studioツールの使用
Oracle Solaris Studioソフトウェアでは、C、C++、Fortranアプリケーションの作
成、編集、ビルド、デバッグ、およびそのパフォーマンス分析のためのモジュール
が提供されています。Oracle Solaris Studioツールの多くは、GUIとそれと同等のコマ
ンド行を備えています。GUIを備えたツールにはオンラインヘルプがあります。コ
マンド行では、関連するマニュアルページを使用します。dbxをコマンド行から起動
した場合、commandsを (dbx)プロンプトで入力すると各 dbxコマンドの簡単な説明が
表示されます。
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注 – Oracle Solaris Studio IDEは独自のNetBeans IDEのバージョンをインストールしま
す。このNetBeansのインストールはOracle Solaris Studioソフトウェアとは別に利用
するためのものではないため、別個に使用するとエラーが発生する可能性がありま
す。NetBeans IDEをOracle Solaris Studio IDEの外部で使用する場合は、NetBeans IDE
を別個にインストールしてください。

Oracle Solaris Studioソフトウェアには次のツールが含まれています。
■ IDE - Oracle Solaris StudioのC、C++、および Fortranツールを利用できる統合開発
環境です。

IDEには、Solaris動的トレース機能 (DTrace)を IDEから使用できるようにする
NetBeansプラグインが含まれています。DTraceでは、システム上で動作している
ソフトウェアプログラムの内部動作を調べることができます。DTrace GUIプラグ
インでは、ウィンドウでDスクリプトを動作させることで、IDEからDTraceを使
用できます。プラグインには、必要に応じた拡張やカスタマイズが容易なDスク
リプトがいくつか含まれています。プラグインについては、NetBeans DTrace GUI
Pluginを参照してください。
Oracle Solaris Studio IDEには、Solaris動的トレース (DTrace)のデバッグおよびパ
フォーマンス分析機能を活用する各種計測機能が利用できるDLightツールも含ま
れています。

■ Cコンパイラ - Cコンパイラ、インクリメンタルリンクエディタ、および lintプロ
グラムが含まれています。

■ C++コンパイラ -フル機能のC++コンパイラおよび区間演算ライブラリが含まれ
ています。

■ Fortranコンパイラ - f95および f77用のフル機能の環境およびライブラリが含ま
れています。

■ dbxデバッガ -インタラクティブでソースレベルのコマンド行デバッガツールで
す。

■ dmake makeツール –分散、並列、または逐次モードでターゲットをビルドするコ
マンド行ツールです。

■ 数値演算ライブラリ - Oracle Solaris OSが動作する SPARCおよび x86プラット
フォームのソフトウェアとハードウェアがサポートする浮動小数点環境です。

■ OpenMP –共用メモリーマルチプロセッサアーキテクチャー用の、可搬性がある
プラグマベースの並列プログラミングモデルです。Sun Studioの 3つのコンパイラ
すべてでネイティブレベルで対応し、コンパイルできます。

■ パフォーマンスアナライザ -パフォーマンスデータを収集し分析するGUIおよび
コマンド行のツールです。

■ スレッドアナライザ -マルチスレッドプログラムの実行を分析し、各種のマルチ
スレッドプログラミングのエラーをチェックするGUIおよびコマンド行のツール
です。
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■ Sunパフォーマンスライブラリ -最適化された高速数学サブルーチンを使用する
ための Sun独自の拡張および機能ライブラリです。線形代数や大量の数値計算を
伴う問題を解くためのものです。

Oracle Solaris Studio 12.3はリポジトリのパッケージとして入手できません。Oracle
Solaris 11 OS上でこれをダウンロードしてインストールする手順については、Oracle
Solaris Studioのサイトを参照してください。

NetBeans IDEの使用
統合開発環境であるNetBeans IDEでは、Oracle Solaris OSおよびほかのオペ
レーティングプラットフォーム用のクロスプラットフォームアプリケーションをビ
ルドするためのツールを使用できます。NetBeans IDEは、netbeans.orgから入手可能
です。

NetBeans IDEには次の機能が搭載されています。

■ Javaデスクトップアプリケーション - NetBeans Java GUIビルダーを Swing
Application Frameworkと Beans Bindingサポートとともに使用し、プロ
フェッショナルなデスクトップアプリケーションを作成します。JavaFXで多機能
なインターネットアプリケーションを構築します。

■ PHP開発 -コード補完、迅速な修正、統合された FTPとXdebug、よく使われてい
るWebサービスのサポートを備えた、高速で軽量な PHP IDEです。

■ Java EEおよびWebアプリケーション - Ajax、JavaScript、およびCSSを使用した
Webアプリケーションを構築します。JSF、Struts、Spring、およびHibernateなど
のフレームワークをサポートします。EJB開発用ツールのフルセットです。

■ RubyおよびRuby on Rails開発 -コード補完、デバッガ、およびRuby on Railsのフ
ルサポートを備えた、強力なRubyエディタです。JRubyランタイムを含みます。

■ ビジュアルモバイル開発 -携帯電話、セットトップボックス、および PDAで動作
するGUIアプリケーションを作成、テスト、およびデバッグできます。

■ CおよびC++開発 -フル機能のC/C++エディタ、デバッガ、およびプロジェクト
テンプレートを備え、複数プロジェクト構成、リモート開発、パフォーマンスプ
ロファイリング、および完了プロジェクトのパッケージングをサポートします。

詳細は、netbeans.org Webサイトを参照してください。新規ユーザーには特に次の
ページが役立ちます。

■ Video Tour of Key NetBeans IDE Features
■ Quick Start tutorial
■ NetBeans documentation
■ NetBeans Plugin Portal -プラグインモジュール
■ NetBeans Wiki -コミュニティードキュメント、および FAQへの回答
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Oracle Message Passing Toolkit
Oracle Message Passing Toolkitソフトウェアは、分散メモリーシステムで動作する並列
アプリケーションの開発に使用できる開発ツールのセットです。

これには次の技術が含まれています。

■ Open Message Passing Interface (Open MPI) - Message Passing Interface (MPI)標準の
オープンソースの実装です。Open MPIは、MPI I/Oの実装とMPIプロセス間の一
方向通信などのMPI 2標準に完全に準拠しています。

■ Open Run-Time Environment (ORTE) -並列ジョブ管理機能の基本的なセットを備
え、次のテクノロジをサポートするプラグインモジュールを含みます。

– 並列ジョブを起動でき、共有リソースを最大限に活用できる Sun Grid Engine。
– ネットワーク接続された複数プラットフォーム環境上でバッチジョブにネット
ワークリソースを割り当てるジョブスケジューラである Portable Batch System
(PBS)。

Oracle Message Passing Toolkitソフトウェアは、Oracle Solaris StudioのC、C++、およ
び Fortranコンパイラとともに使用できます。

ClusterToolsソフトウェアの使用に関する完全な情報は、Oracle Message Passing
Toolkitドキュメントセットを参照してください。

Oracle Solaris OSアプリケーションのパッケージン
グ
ソフトウェアプログラムをOracle Solaris OSにインストールするには、パッケージに
組み込む必要があります。Oracle Solaris 11リリースでは、Image Packaging System
(IPS)を使用してアプリケーションをパッケージングできます。IPSを使用すれ
ば、ユーザーは開発者ツールなどの追加のソフトウェアパッケージをダウンロード
することもできます。IPSはネットワークリポジトリからソフトウェアパッケージに
アクセスし、ソフトウェアパッケージをシステムにインストールします。Oracle
Solaris 11リリースでの IPSを使用したパッケージングについては、『Oracle Solaris 11
システムのインストール』を参照してください。

動的トレース
Oracle Solaris動的トレース (DTrace)は、Oracle Solaris OS用の総合的な動的トレース
フレームワークです。管理者、開発者、およびサービス担当者は、DTrace機能の強
力なインフラストラクチャーを利用して、オペレーティングシステムやユーザープ
ログラムの動作に関するさまざまな問題に簡潔に答えることができます。開発者
は、DTraceを使用してパフォーマンスの問題とアプリケーションのバグを特定でき
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ます。『Oracle Solaris Dynamic Tracing Guide』では、DTraceを使用してシステム動作
を監視、デバッグ、およびチューニングする方法を詳細に説明します。このガイド
には、バンドルされているDTrace監視ツールとDプログラミング言語のリファレン
スも付属しています。

Oracle Solaris OS用 Javaプログラムの開発
Javaソフトウェアは、エンタープライズ環境のサーバーサイドおよびクライアント
サイドの Javaテクノロジアプリケーションに優れたパフォーマンスを発揮できるよ
うに最適化されています。http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html Web
サイトには、Javaプログラミング言語の完全なドキュメントがあります。Javaプログ
ラミングの学習を開始するには、Java Platform, Standard Edition (Java SE)ドキュメント
およびNew to Java Programming Centerも参照してください。

Javaチュートリアルは次のリンクから見つけることができます。

■ Java Tutorials
■ Java EE 5 Tutorial
■ Java Web Services Tutorial

アプリケーションの配備
アプリケーションの開発が完了したら、次のステップはアプリケーションの
パッケージ、公開、および配布です。リポジトリのコピーおよび作成と、リポジト
リへのパッケージの公開のプロセスを開始するには、『Oracle Solaris 11パッケージ
リポジトリのコピーおよび作成』を参照してください。
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